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Relation
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―
「
折
楊
柳
」
二
首
・
関
山
月
」
四
首
―
六
朝
楽
府
訳
注
（
二
十
三
）
「
小
川
恒
男
は
し
が
き
本
稿
に
は
ま
ず
陳
の
王
瑳
と
江
総
の
「
折
楊
柳
」
を
そ
れ
ぞ
れ
。
「
」
、
一
首
ず
つ
収
め
た
い
ず
れ
も
陳
後
主
の
狎
客
に
数
え
ら
れ
後
世
か
ら
何
か
と
非
難
の
対
象
と
な
っ
た
詩
人
で
あ
る
。
江
総
の
「
折
楊
柳
」
に
見
え
る
「
倡
園
」
の
語
は
、
六
朝
詩
中
で
は
他
に
陳
後
主
の
「
折
楊
柳
」
に
し
か
使
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
奉
和
の
作
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。
『
』
、「
」
。
つ
い
で
楽
府
詩
集
巻
二
十
三
に
移
り
関
山
月
を
四
首
梁
の
元
帝
が
一
首
、
陳
の
後
主
が
二
首
、
陸
瓊
が
一
首
で
あ
る
。
『
楽
府
解
題
』
に
「
離
別
を
傷
む
な
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
作
品
。
の
最
後
の
二
句
で
離
別
の
哀
し
み
に
触
れ
て
は
い
る
け
れ
ど
も
、
詩
人
の
狙
い
は
む
し
ろ
北
辺
の
月
を
描
写
す
る
こ
と
に
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
恐
ら
く
は
自
分
の
耳
目
で
見
聞
し
た
光
景
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
文
献
的
な
知
識
に
基
づ
き
想
像
に
よ
っ
て
再
構
成
さ
れ
た
光
景
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
「
折
楊
柳
」
も
事
情
を
同
じ
く
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
「
詠
関
山
月
「
詠
楊
柳
」
と
い
っ
た
」
詠
物
詩
の
よ
う
な
性
格
を
帯
び
て
い
る
。
斉
梁
期
か
ら
陳
代
に
作
ら
れ
た
楽
府
詩
や
詠
物
詩
の
多
く
が
、
所
与
の
詩
題
に
よ
る
詩
作
活
動
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
る
た
め
だ
と
思
う
。
詩
人
た
ち
は
作
品
の
主
題
、
題
材
が
予
め
定
め
ら
れ
て
い
る
中
で
、
ど
の
よ
う
な
言
葉
を
用
い
て
表
現
す
る
か
に
意
を
注
ぎ
、
腕
を
競
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
ら
の
様
々
な
試
み
は
、
あ
る
も
の
は
次
の
唐
詩
に
受
、
、
け
継
が
れ
あ
る
も
の
は
宋
詞
に
至
っ
て
再
発
見
さ
れ
る
の
だ
が
や
は
り
多
く
の
試
み
が
試
み
に
留
ま
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
の
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
底
本
は
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
中
国
古
典
文
学
基
本
叢
書
『
楽
府
詩
集
（
中
華
書
局
一
九
七
九
）
で
あ
る
。
』
陳
・
王
瑳
「
折
楊
柳
」
【
本
文
及
び
書
き
下
し
】
１
塞
外
無
春
色
塞
外
春
色
無
く
２
上
林
柳
已
黄
上
林
柳
已
に
黄
な
り
３
枝
影
侵
宮
暗
枝
影
宮
の
暗
き
を
侵
し
４
葉
彩
乱
星
光
葉
彩
星
の
光
る
を
乱
す
５
陌
頭
蔵
戯
鳥
陌
頭
戯
鳥
を
蔵
し
か
く
６
楼
上
掩
新
妝
楼
上
新
妝
を
掩
ふ
お
ほ
７
攀
折
思
為
贈
攀
折
し
て
贈
を
為
さ
ん
と
思
ふ
も
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８
心
期
別
路
長
心
期
別
路
長
し
【
日
本
語
訳
】
１
塞
外
の
地
に
は
春
の
気
配
は
な
い
で
し
ょ
う
け
れ
ど
２
こ
こ
上
林
苑
で
は
柳
が
も
う
黄
色
く
芽
を
吹
き
そ
う
で
す
３
柳
の
枝
の
シ
ル
エ
ッ
ト
が
宮
殿
の
薄
暗
い
所
に
入
り
込
み
４
葉
の
姿
が
空
の
星
の
輝
き
を
乱
し
て
い
ま
す
５
道
の
傍
ら
で
は
柳
が
飛
び
回
る
鳥
の
姿
を
隠
し
６
高
殿
の
上
で
は
化
粧
し
た
ば
か
り
の
私
を
覆
い
隠
し
ま
す
７
枝
を
手
折
っ
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
が
８
別
れ
た
あ
な
た
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
所
ま
で
の
道
は
長
く
伸
び
て
い
る
の
で
す
【
校
勘
】
○
『
文
苑
英
華
』
巻
二
百
八
・
古
詩
紀
』
巻
百
十
六
『
３
「
宮
『
詩
紀
』
作
「
雲
、
而
注
云
「
一
作
『
営
。
」、
」
』」
【
押
韻
】
「
黄
「
光
、
下
平
十
一
唐
韻
「
妝
「
長
、
下
平
十
陽
韻
。
」
」
。
」
」
陽
・
唐
同
用
。
【
作
者
】
生
没
年
未
詳
。
陳
の
文
人
。
陳
の
後
主
の
時
、
官
は
散
騎
常
侍
に
至
る
。
江
総
、
孔
範
等
と
と
も
に
狎
客
の
一
人
に
数
え
ら
れ
、
『
南
史
』
恩
倖
列
伝
に
は
「
刻
薄
貪
鄙
、
忌
害
才
能
」
と
評
さ
れ
。
。
る
陳
が
滅
び
る
と
隋
の
文
帝
よ
っ
て
僻
遠
の
地
に
追
放
さ
れ
た
現
存
す
る
詩
は
三
首
。
【
語
釈
】
１
塞
外
無
春
色
２
上
林
柳
已
黄
［
塞
外
］
国
境
地
帯
『
漢
書
』
武
帝
紀
に
「
遣
因
杅
将
軍
公
孫
敖
。
築
塞
外
受
降
城
（
因
杅
将
軍
公
孫
敖
を
遣
は
し
塞
外
に
受
降
城
。
い
ん
う
を
築
か
し
む
。
ま
た
、
漢
・
李
陵
「
答
蘇
武
書
（
文
選
』
。）」
」
『
巻
四
十
一
）
に
「
涼
秋
九
月
、
塞
外
草
衰
（
涼
秋
九
月
、
塞
。
外
草
衰
ふ
」
と
あ
る
。
梁
・
呉
均
「
辺
城
将
」
詩
四
首
。）
其
一
に
「
塞
外
何
紛
紛
、
胡
騎
欲
成
群
（
塞
外
何
ぞ
紛
紛
た
る
、
胡
騎
群
を
成
さ
ん
と
欲
す
」
と
。
詩
で
は
梁
以
前
に
は
）
見
当
た
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
［
無
春
色
］
春
の
う
ら
ら
か
な
眺
め
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
「
」
。
「
」
（『
』
春
色
は
春
の
景
色
斉
・
謝
朓
和
徐
都
曹
詩
文
選
巻
三
十
。
本
集
作
「
和
徐
都
曹
出
新
亭
渚
）
に
「
宛
洛
佳
遨
」。
遊
、
春
色
満
皇
州
（
宛
洛
遨
遊
す
る
に
佳
く
、
春
色
皇
州
が
う
い
う
よ
に
満
つ
と
あ
る
ま
た
梁
・
武
陵
王
蕭
紀
明
君
詞
文
）」
。
、
「
」（『
苑
英
華
』
巻
二
百
四
作
「
昭
君
怨
『
古
詩
紀
』
巻
八
十
一
注
」。
云
「
一
作
『
昭
君
辞
）
に
「
塞
外
無
春
色
、
辺
城
有
風
霜
』」。
（
塞
外
に
春
色
無
く
、
辺
城
に
風
霜
有
り
（
風
『
英
華
』
）」
「
」、
作
「
夙
）
と
同
一
句
が
見
え
る
。
」。
［
上
林
］
天
子
の
庭
園
の
名
。
秦
の
始
皇
帝
の
時
に
造
ら
れ
、
漢
の
武
帝
の
時
に
拡
張
さ
れ
た
。
こ
こ
は
名
を
借
り
て
都
の
周
辺
を
い
う
だ
け
だ
が
、
六
朝
詩
、
特
に
梁
代
以
降
に
よ
く
見
ら
れ
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三
輔
黄
図
苑
囿
に
漢
上
林
苑
即
秦
之
旧
苑
也
漢
。『
』
「
、
。『
書
云
武
帝
建
元
三
年
開
上
林
苑
東
南
至
藍
田
・
宜
春
・
』
、『
、
。
鼎
湖
・
御
宿
・
昆
吾
。
旁
南
山
而
西
、
至
長
楊
五
柞
。
北
繞
黄
山
、
瀕
渭
水
而
東
。
周
袤
三
百
里
、
離
宮
七
十
所
、
皆
容
千
乗
。（
、
。『
』
、
万
騎
漢
の
上
林
苑
は
即
ち
秦
の
旧
苑
な
り
漢
書
に
武
帝
の
建
元
三
年
上
林
苑
を
開
く
東
南
は
藍
田
・
宜
春
・
『
、
。
鼎
湖
・
御
宿
・
昆
吾
に
至
る
。
南
山
に
旁
ひ
て
西
し
、
長
楊
・
そ
。
、
。
五
柞
に
至
る
北
は
黄
山
を
繞
り
渭
水
よ
り
し
て
東
に
瀕
す
め
ぐ
周
袤
三
百
里
、
離
宮
七
十
所
、
皆
な
千
乗
万
騎
を
容
る
』
い
と
云
ふ
」
と
見
え
る
『
漢
書
』
は
揚
雄
伝
上
に
似
た
文
章
。）
。
が
見
え
る
。
梁
・
簡
文
帝
蕭
綱
「
春
日
想
上
林
」
詩
に
「
春
風
本
自
奇
、
楊
柳
最
相
宜
。
柳
条
恒
著
地
、
楊
花
好
上
衣
（
春
風
本
自
り
奇
に
楊
柳
最
も
相
ひ
宜
し
柳
条
恒
に
地
に
著
、
。
も
と
よ
つ
き
、
楊
花
好
く
衣
に
上
る
」
と
。
）
柳
已
黄
柳
が
も
う
そ
ろ
そ
ろ
芽
吹
き
そ
う
だ
梁
・
何
遜
辺
［
］
。
「
城
思
」
詩
に
「
柳
黄
未
吐
葉
、
水
緑
半
含
苔
（
柳
黄
に
し
て
未
だ
葉
を
吐
か
ず
、
水
緑
に
し
て
半
ば
苔
を
含
む
」）
と
あ
る
。
３
枝
影
侵
宮
暗
４
葉
彩
乱
星
光
［
枝
影
侵
宮
］
柳
の
枝
の
シ
ル
エ
ッ
ト
が
宮
殿
内
の
薄
闇
に
勝
手
に
入
り
込
む
。
梁
・
邵
陵
王
蕭
綸
「
見
姫
人
」
詩
に
「
却
扇
承
枝
影
、
舒
衫
受
落
花
（
却
扇
枝
影
を
承
け
、
舒
衫
落
花
を
じ
ょ
さ
ん
受
く
」
と
あ
り
、
梁
･ 元
帝
蕭
繹
「
和
鮑
常
侍
龍
川
館
」
詩
に
）
「
、
（
、
桂
影
侵
檐
進
藤
枝
繞
檻
長
桂
影
檐
を
侵
し
て
進
み
ひ
さ
し
藤
枝
檻
を
繞
り
て
長
し
」
と
。
）
お
ば
し
ま
め
ぐ
［
葉
彩
］
柳
の
葉
の
姿
。
六
朝
詩
で
は
他
の
用
例
は
見
当
た
ら
な
い
。
［
］
。
乱
星
光
こ
ち
ら
も
六
朝
詩
で
は
他
の
用
例
は
見
当
た
ら
な
い
「
星
光
」
の
語
は
陳
・
沈
烱
「
従
駕
送
軍
」
詩
に
「
星
光
下
結
し
ん
け
い
旆
、
剣
気
上
舒
精
（
星
光
下
り
て
旆
に
結
び
、
剣
気
上
り
て
精
を
舒
ぶ
」
と
あ
る
。
）
の
５
陌
頭
蔵
戯
鳥
６
楼
上
掩
新
妝
［
］
。
「
」
「
、
陌
頭
道
の
傍
ら
梁
・
沈
約
臨
高
台
に
所
思
曖
何
在
洛
陽
南
陌
頭
思
ふ
所
曖
と
し
て
何
く
に
在
る
洛
陽
南
陌
（
、
い
づ
な
ん
ぱ
く
の
頭
」
と
あ
る
。
）
ほ
と
り
［
蔵
戯
鳥
］
柳
が
飛
び
回
る
鳥
の
姿
を
隠
す
「
戯
鳥
」
は
遊
ぶ
よ
。
う
に
気
ま
ま
に
飛
ぶ
鳥
斉
・
王
融
後
園
作
回
文
詩
に
花
。
「
」
「
余
払
戯
鳥
、
樹
密
隠
鳴
蝉
（
花
余
り
て
戯
鳥
を
払
ひ
、
樹
密
に
し
て
鳴
蝉
を
隠
す
」
と
あ
り
、
梁
・
陸
罩
「
採
菱
）
り
く
た
う
」
「
、
（
、
曲
に
戯
鳥
波
中
蕩
游
魚
菱
下
出
戯
鳥
波
中
に
蕩
き
う
ご
游
魚
菱
下
よ
り
出
づ
」
と
あ
る
。
）
［
楼
上
］
高
い
建
物
の
上
。
多
く
閨
怨
詩
に
現
れ
「
待
つ
女
性
」
、
の
居
場
所
を
い
う
「
古
詩
十
九
首
（
文
選
』
巻
二
十
九
）
。
」
『
其
二
に
「
青
青
河
畔
草
、
鬱
鬱
園
中
柳
。
盈
盈
楼
上
女
、
皎
皎
当
窓
牖
（
青
青
た
る
河
畔
の
草
、
鬱
鬱
た
る
園
中
の
柳
。
盈
盈
た
る
楼
上
の
女
、
皎
皎
と
し
て
窓
牖
に
当
た
る
」
と
「
柳
」
）
け
う
け
う
さ
う
い
う
と
と
も
に
描
か
れ
る
。
［
掩
新
妝
］
お
化
粧
し
た
ば
か
り
の
女
性
を
柳
が
覆
い
隠
す
「
新
。
- 81 -
妝
」
の
語
は
陳
・
陸
瑜
「
東
飛
伯
労
歌
」
に
「
新
妝
年
幾
纔
三
五
、
隠
幔
蔵
羞
臨
網
戸
（
新
妝
年
幾
纔
か
に
三
五
、
幔
わ
づ
と
ば
り
に
隠
れ
羞
ぢ
ら
ひ
を
蔵
め
て
網
戸
に
臨
む
」
と
見
え
る
。
）
を
さ
７
攀
折
思
為
贈
８
心
期
別
路
長
［
攀
折
］
枝
に
手
を
か
け
て
手
折
る
。
漢
・
淮
南
王
劉
安
「
招
隠
士
（
楚
辞
）
に
「
攀
援
桂
枝
兮
聊
淹
留
（
桂
枝
を
攀
援
し
」
『
』
。
て
聊
か
淹
留
す
」
と
あ
り
、
会
う
こ
と
が
難
し
い
人
物
を
描
。）
写
す
る
の
に
用
い
ら
れ
る
「
古
詩
十
九
首
（
文
選
』
巻
二
。
」
『
十
九
）
其
九
に
は
「
攀
条
折
其
栄
、
将
以
遺
所
思
（
条
に
攀
が
え
だ
て
け
て
其
の
栄
を
折
り
、
将
に
以
て
思
ふ
所
に
遺
ら
ん
と
す
」）
お
く
と
会
う
こ
と
の
で
き
な
い
恋
人
に
花
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
い
と
詠
う
。
梁
・
簡
文
帝
蕭
綱
「
折
楊
柳
」
に
も
「
楊
柳
乱
成
糸
、
攀
折
上
春
時
（
楊
柳
乱
れ
て
糸
を
成
し
、
攀
折
す
上
春
の
時
」
と
あ
っ
た
。
）
［
為
贈
］
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
す
る
。
梁
・
劉
令
嫺
「
摘
同
心
支
子
、
贈
謝
娘
因
附
此
詩
（
玉
台
』
巻
十
）
に
「
両
葉
雖
為
贈
、
交
」
『
情
永
未
因
（
両
葉
贈
を
為
す
と
雖
も
、
交
情
永
く
未
だ
因
あ
ら
ず
」
と
見
え
る
。
）
［
心
期
］
心
の
友
。
ま
た
思
い
人
。
王
雲
路
『
六
朝
詩
歌
語
詞
研
究
（
黒
龍
江
教
育
出
版
社
一
九
九
九
）
に
「
心
期
』
謂
朋
』
『
友
・
知
己
『
心
期
』
本
謂
心
中
思
念
、
心
中
想
法
『
梁
詩
』
。
。
巻
六
沈
約
『
贈
劉
南
郡
季
連
『
宴
游
忽
永
、
心
期
靡
悔
。
』、
』
又
転
指
思
念
的
対
象
、
即
友
人
・
親
朋
（
心
期
』
は
朋
友
・
。
『
知
己
の
こ
と
で
あ
る
『
心
期
』
は
も
と
も
と
心
の
中
の
思
い
、
。
心
中
の
考
え
の
こ
と
で
あ
る
『
梁
詩
』
巻
六
の
沈
約
『
贈
劉
南
。
郡
季
連
』
に
『
宴
游
忽
ち
永
く
、
心
期
悔
ゆ
る
靡
し
』
と
、
な
あ
る
。
ま
た
転
じ
て
思
う
対
象
、
即
ち
友
人
・
親
戚
を
指
す
」。
と
あ
る
。
こ
こ
は
詩
意
か
ら
恋
人
、
ま
た
は
夫
を
指
す
と
解
し
た
。
［
別
路
］
別
れ
た
人
と
の
間
の
道
が
長
く
伸
び
て
い
る
。
梁
・
柳
惲
「
贈
呉
均
」
詩
三
首
其
一
に
「
心
知
別
路
長
、
誰
謂
若
燕
楚
（
、
）」
心
に
知
る
別
路
の
長
き
を
誰
か
謂
ふ
燕
楚
の
若
し
と
と
あ
る
。
陳
・
江
総
「
折
楊
柳
」
【
本
文
及
び
書
き
下
し
】
１
万
里
音
塵
絶
万
里
音
塵
絶
え
２
千
条
楊
柳
結
千
条
楊
柳
結
ぶ
３
不
悟
倡
園
花
悟
ら
ず
倡
園
の
花
の
４
遥
同
天
嶺
雪
遥
か
に
天
嶺
の
雪
と
同
じ
き
を
５
春
心
自
浩
蕩
春
心
自
ら
浩
蕩
と
し
て
か
う
た
う
６
春
樹
聊
攀
折
春
樹
聊
か
攀
折
す
７
共
此
依
依
情
此
の
依
依
た
る
情
を
共
に
す
る
も
８
無
奈
年
年
別
奈
と
も
す
る
無
し
年
年
の
別
れ
い
か
ん
【
日
本
語
訳
】
１
辺
境
の
地
に
行
っ
た
ま
ま
の
あ
の
人
か
ら
は
音
沙
汰
も
な
く
２
千
筋
も
の
柳
の
枝
が
風
に
舞
っ
て
絡
み
合
っ
て
い
ま
す
ち
す
じ
３
気
が
付
き
ま
せ
ん
で
し
た
、
妓
女
の
私
が
い
る
庭
の
柳
の
糸
が
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４
遠
く
離
れ
た
天
に
届
く
ほ
ど
高
い
山
々
の
雪
と
同
じ
よ
う
に
白
い
と
は
５
あ
な
た
を
慕
う
春
ら
し
い
思
い
は
遠
く
あ
な
た
に
ま
で
届
き
そ
う
で
す
６
春
に
な
っ
て
伸
び
た
柳
の
枝
を
ち
ょ
っ
と
手
折
っ
て
み
ま
し
ょ
う
７
柳
の
枝
の
し
な
や
か
さ
か
ら
浮
か
ぶ
、
側
に
い
た
い
と
い
う
気
そ
ば
持
ち
は
き
っ
と
お
互
い
様
な
の
で
し
ょ
う
け
ど
８
別
れ
の
哀
し
み
が
年
ご
と
に
繰
り
返
さ
れ
る
ば
か
り
で
、
ど
う
し
よ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
【
校
勘
】
○
『
文
苑
英
華
』
巻
二
百
八
・
古
詩
紀
』
巻
百
十
四
・
漢
魏
六
『
『
朝
百
三
名
家
集
「
江
令
君
集
」
』
１
「
塵
『
英
華
』
作
「
信
。
」、
」
３
「
悟
『
英
華
』
作
「
誤
、
注
云
「
一
作
『
悟
。
」、
」
』」
４
天
嶺
英
華
作
故
里
注
云
一
作
天
嶺
詩
「
」、『
』
「
」、
「
『
』」。『
紀
『
百
三
名
家
集
』
並
作
「
羌
嶺
『
詩
紀
』
注
云
「
一
作
』
」、
『
天
嶺
。
』」
【
押
韻
】
「
絶
「
雪
「
折
「
別
、
入
声
十
七
薛
韻
「
結
、
入
声
十
六
」
」
」
」
。
」
屑
韻
。
屑
・
薛
同
用
。
【
作
者
】
五
一
九
～
五
九
四
。
六
朝
後
期
の
文
人
。
梁
・
陳
・
隋
に
仕
え
た
。
字
は
総
持
。
済
陽
郡
考
城
（
河
南
省
蘭
考
県
）
の
人
。
名
門
に
生
ま
れ
、
十
八
歳
で
武
陵
王
蕭
紀
の
法
曹
参
軍
と
し
て
初
め
て
出
仕
し
た
。
後
、
梁
の
武
帝
に
そ
の
詩
才
を
高
く
評
価
さ
れ
た
。
太
清
二
（
五
四
八
）
年
、
徐
陵
と
と
も
に
東
魏
へ
の
使
者
に
択
ば
れ
た
が
、
病
気
を
理
由
に
辞
退
し
た
。
間
も
な
く
侯
景
の
乱
が
起
こ
り
都
建
康
が
陥
落
す
る
と
、
江
総
は
会
稽
へ
、
さ
ら
に
嶺
南
へ
と
難
を
避
け
、
以
後
十
数
年
を
広
州
で
過
ご
し
た
。
陳
の
天
嘉
四
（
五
六
三
）
年
、
文
帝
に
よ
り
中
書
侍
郎
と
し
て
召
還
さ
れ
、
文
帝
、
宣
帝
に
仕
え
た
。
五
八
三
年
、
後
主
が
即
位
す
る
と
江
総
は
そ
の
信
任
を
得
て
高
官
を
歴
任
し
、
至
徳
四
（
五
八
六
）
年
に
は
尚
書
令
（
宰
相
）
と
な
っ
た
。
江
総
は
宰
相
の
位
に
あ
っ
て
も
政
治
に
関
与
せ
ず
、
後
主
と
日
夜
酒
宴
を
張
り
詩
文
を
作
っ
て
楽
し
む
ば
か
り
で
、
陳
後
主
の
「
狎
客
」
と
さ
れ
、
亡
国
の
一
因
と
な
っ
た
こ
と
を
批
判
さ
れ
る
。
禎
明
三
（
五
八
九
）
年
、
隋
が
陳
を
滅
ぼ
す
と
、
隋
に
仕
え
上
開
府
と
な
り
、
開
皇
十
四
（
五
九
一
）
年
に
卒
し
た
。
江
総
は
亡
国
の
臣
と
し
て
そ
の
政
治
姿
勢
を
非
難
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
宮
廷
詩
人
と
し
て
活
躍
し
、
艶
麗
な
作
風
が
大
い
に
も
て
は
や
さ
れ
た
。
一
方
、
熱
心
な
仏
教
信
者
で
あ
っ
た
た
め
、
山
中
の
仏
寺
を
訪
れ
た
際
の
作
品
を
い
く
つ
か
残
し
て
お
り
、
そ
こ
に
は
優
れ
た
山
水
描
写
が
見
ら
れ
る
。
今
、
百
首
あ
ま
り
が
伝
わ
る
。
【
語
釈
】
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１
万
里
音
塵
絶
２
千
条
楊
柳
結
［
万
里
］
長
い
道
の
り
。
漢
・
李
陵
「
歌
（
漢
書
』
蘇
武
伝
）
」
『
に
「
径
万
里
兮
度
沙
漠
、
為
君
将
兮
奮
匈
奴
（
万
里
を
径
り
て
わ
た
沙
漠
を
度
り
、
君
が
将
と
為
り
て
匈
奴
に
奮
ふ
」
と
見
え
る
よ
）
う
に
し
ば
し
ば
辺
塞
の
地
を
指
す
。
［
音
塵
］
消
息
「
音
信
」
に
同
じ
。
宋
・
謝
荘
「
月
賦
（
文
。
」
『
選
』
巻
十
三
）
に
「
歌
曰
『
美
人
邁
兮
音
塵
闕
、
隔
千
里
兮
共
、
明
月
（
歌
に
曰
く
『
美
人
邁
き
て
音
塵
闕
ゆ
、
千
』。
、
ゆ
た
里
を
隔
て
て
明
月
を
共
に
す
』
と
」
と
あ
り
、
李
善
注
は
。）
「
」
「
、
。
晋
・
陸
機
思
帰
賦
に
絶
音
塵
於
江
介
託
影
響
乎
洛
湄
（
音
塵
を
江
介
に
絶
ち
、
影
響
を
洛
湄
に
託
す
」
と
あ
る
の
。）
を
引
く
。
［
千
条
］
千
す
じ
も
の
枝
。
梁
・
蕭
子
顯
「
春
別
」
詩
四
首
（
玉
『
台
』
巻
九
）
其
一
に
「
翻
鶯
度
燕
双
比
翼
、
楊
柳
千
条
共
一
色
（
、
）」
。
翻
鶯
度
燕
双
比
翼
楊
柳
千
条
共
に
一
色
と
ほ
ん
あ
う
［
楊
柳
結
］
柳
の
枝
が
絡
み
合
う
『
芸
文
類
聚
』
巻
八
十
八
に
引
。
『
』
「
、
。（
、
く
六
韜
に
冬
氷
可
折
夏
条
可
結
冬
氷
も
折
る
べ
く
夏
条
も
結
ぶ
べ
し
」
と
あ
る
。
ま
た
、
梁
・
沈
約
「
奉
和
竟
。）
陵
王
薬
名
」
詩
に
「
木
蘭
露
易
飲
、
射
干
枝
可
結
（
木
蘭
露
飲
み
易
く
、
射
干
枝
結
ぶ
べ
し
」
と
。
）
や
か
ん
３
不
悟
倡
園
花
４
遥
同
天
嶺
雪
不
悟
気
が
付
か
な
か
っ
た
思
い
も
し
な
か
っ
た
三
国
魏
・
［
］
。
。
嵆
康
「
与
阮
徳
如
」
詩
に
「
不
悟
卒
永
離
、
念
隔
増
憂
歎
（
悟
ら
ず
卒
か
に
永
離
し
て
、
隔
て
ら
る
る
を
念
へ
ば
憂
歎
増
す
に
は
を
」
と
。
）
［
倡
園
花
］
妓
女
の
い
る
庭
園
植
え
て
あ
る
柳
の
綿
毛
「
倡
園
」
。
の
語
が
陳
・
後
主
宝
叔
「
折
楊
柳
」
二
首
其
一
に
「
楊
柳
動
春
情
、
倡
園
妾
屢
驚
（
楊
柳
春
情
を
動
か
し
、
倡
園
妾
屢
し
ば
驚
く
」
と
見
え
る
以
外
に
六
朝
詩
に
は
他
の
用
例
が
見
当
）
た
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
江
総
の
「
折
楊
柳
」
が
奉
和
の
作
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
［
遥
同
］
遠
く
離
れ
た
～
に
よ
く
似
て
い
る
。
梁
・
簡
文
帝
蕭
綱
「
七
励
」
に
「
遥
同
暮
雨
、
逼
似
朝
霞
（
遥
か
に
暮
雨
と
同
じ
。
く
、
逼
り
て
朝
霞
に
似
る
」
と
。
。）
せ
ま
［
天
嶺
］
天
に
届
く
ほ
ど
高
い
山
々
。
晋
・
張
協
「
游
仙
」
詩
に
「
崢
嶸
玄
圃
深
、
嵯
峨
天
嶺
峭
（
崢
嶸
と
し
て
玄
圃
深
さ
う
く
ゎ
う
げ
ん
ほ
く
、
嵯
峨
と
し
て
天
嶺
峭
し
」
と
。
）
け
は
［
～
花
、
～
雪
］
花
の
城
里
行
き
の
白
さ
を
対
比
す
る
表
現
に
は
梁
・
范
雲
「
別
詩
」
の
「
昔
去
雪
如
花
、
今
来
花
似
雪
（
昔
、
）」
去
る
に
雪
花
の
如
く
今
来
た
れ
ば
花
雪
に
似
る
な
ど
が
あ
る
。
５
春
心
自
浩
蕩
６
春
樹
聊
攀
折
［
春
心
］
春
の
眺
め
に
触
発
さ
れ
る
思
い
。
多
く
の
場
合
、
男
女
の
情
愛
を
い
う
『
楚
辞
』
招
魂
（
宋
玉
）
に
「
目
極
千
里
兮
傷
。
春
心
、
魂
兮
帰
来
哀
江
南
（
目
千
里
を
極
め
て
春
心
を
傷
ま
し
め
、
魂
帰
り
来
た
り
江
南
を
哀
し
む
」
と
あ
り
、
梁
武
帝
）
蕭
衍
子
夜
四
時
歌
春
歌
四
首
玉
台
巻
十
其
一
に
春
「
」
（『
』
）
「
心
一
如
此
、
情
来
不
可
限
（
春
心
一
に
此
く
の
如
く
、
情
- 84 -
来
た
っ
て
限
る
べ
か
ら
ず
と
あ
る
右
に
引
い
た
陳
後
主
折
）」
。
「
楊
柳
」
に
は
「
春
情
」
の
語
が
見
え
た
。
ま
た
、
斉
・
江
朝
請
奐
（
謝
宣
城
集
』
巻
二
作
「
江
朝
請
『
楽
府
詩
集
』
巻
五
『
」、
十
九
作
「
江
奐
「
緑
水
曲
」
に
「
春
心
既
易
蕩
、
春
流
豈
難
」）
（
、
）」
越
春
心
既
に
蕩
き
易
く
春
流
豈
に
越
え
難
か
ら
ん
や
う
ご
と
見
え
る
。
［
浩
蕩
］
畳
韻
。
思
い
が
は
て
し
な
く
広
が
る
『
楚
辞
』
九
歌
・
。
河
伯
に
「
登
崑
崙
兮
四
望
、
心
飛
揚
兮
浩
蕩
（
崑
崙
に
登
り
て
四
望
す
れ
ば
、
心
飛
揚
し
て
浩
蕩
た
り
」
と
あ
る
。
）
［
春
樹
］
春
を
迎
え
生
命
力
に
溢
れ
た
樹
木
。
梁
・
沈
約
「
会
圃
臨
春
風
」
詩
（
玉
台
』
巻
九
作
「
臨
春
風
）
に
「
臨
春
風
、
『
」。
春
風
起
春
樹
（
春
風
に
臨
み
、
春
風
春
樹
に
起
こ
る
」
と
。
）
［
攀
折
］
枝
に
手
を
か
け
て
手
折
る
。
陳
後
主
「
折
楊
柳
」
二
首
其
二
に
「
聊
持
暫
攀
折
、
空
足
憶
中
園
（
聊
か
持
し
て
暫
く
攀
折
す
れ
ば
、
空
し
く
中
園
を
憶
ふ
に
足
る
」
と
「
聊
」
と
と
）
も
に
用
い
ら
れ
て
い
た
。
７
共
此
依
依
情
８
無
奈
年
年
別
［
共
～
情
］
あ
な
た
と
思
い
を
共
有
し
た
い
。
斉
・
謝
朓
「
奉
和
随
王
殿
下
」
詩
十
六
首
其
十
四
に
「
想
折
中
園
草
、
共
知
千
里
情
（
折
ら
ん
こ
と
を
想
ふ
中
園
の
草
、
共
に
知
る
千
里
の
情
」
と
。
）
［
此
依
依
情
］
こ
の
柳
の
枝
の
し
な
や
か
な
様
と
遠
く
離
れ
た
所
に
い
る
あ
な
た
へ
の
思
い
「
依
依
、
枝
の
し
な
や
か
な
様
。
。
」
『
詩
経
』
小
雅
・
采
薇
に
「
昔
我
往
矣
、
楊
柳
依
依
（
昔
我
、
）」
、
「
」
往
く
楊
柳
依
依
た
り
と
あ
り
陳
・
徐
陵
折
楊
柳
「
、
（
、
に
も
嫋
嫋
河
堤
樹
依
依
魏
主
営
嫋
嫋
た
り
河
堤
の
樹
で
う
で
う
依
依
た
り
魏
主
の
営
」
と
あ
っ
た
。
ま
た
、
人
を
慕
っ
て
離
）
れ
が
た
い
様
。
漢
・
蘇
武
「
詩
」
四
首
（
文
選
』
巻
二
十
九
）
『
其
二
に
「
胡
馬
失
其
群
、
思
心
常
依
依
（
胡
馬
其
の
群
を
失
ひ
、
思
心
常
に
依
依
た
り
」
と
「
此
～
情
」
と
い
う
表
現
）
。
は
魏
文
帝
曹
丕
「
於
玄
武
陂
作
」
詩
に
「
忘
憂
共
容
与
、
暢
此
千
秋
情
憂
ひ
を
忘
れ
て
共
に
容
与
と
し
此
の
千
秋
の
情
を
暢
（
、
の
ば
さ
ん
」
と
見
え
る
。
）
［
］
。
「
」
無
奈
ど
う
し
よ
う
も
な
い
梁
・
朱
超
賦
得
蕩
子
行
未
帰
詩
に
「
無
奈
園
中
柳
、
寒
時
已
報
人
（
無
奈
園
中
柳
、
寒
時
已
報
人
」
と
。
）
年
年
別
別
れ
た
ま
ま
の
哀
し
み
が
毎
年
繰
り
返
さ
れ
る
梁
・
［
］
。
范
雲
范
広
州
宅
聯
句
に
洛
陽
城
東
西
却
作
経
年
別
洛
「
」
「
、
（
、
）」
。「
」
陽
城
の
東
西
却
っ
て
経
年
の
別
れ
を
作
す
と
年
年
は
毎
年
。
晋
・
陶
淵
明
「
擬
古
」
詩
九
首
其
六
に
「
年
年
見
霜
雪
、
誰
謂
不
知
時
（
年
年
霜
雪
を
見
る
、
誰
か
謂
ふ
時
を
知
ら
ず
と
」
と
。
）
梁
・
元
帝
「
関
山
月
」
【
本
文
及
び
書
き
下
し
】
１
朝
望
清
波
道
朝
に
望
む
清
波
の
道
２
夜
上
白
登
台
夜
に
上
る
白
登
の
台
３
月
中
含
桂
樹
月
中
桂
樹
を
含
み
４
流
影
自
徘
徊
流
影
自
ら
徘
徊
す
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５
寒
沙
逐
風
起
寒
沙
風
を
逐
ひ
て
起
ち
６
春
花
犯
雪
開
春
花
雪
を
犯
し
て
開
く
７
夜
長
無
与
晤
夜
は
長
け
れ
ど
も
与
に
晤
ふ
無
く
と
も
あ
８
衣
単
誰
為
裁
衣
は
単
へ
な
る
も
誰
か
為
に
裁
た
ん
ひ
と
た
め
た
【
日
本
語
訳
】
１
朝
に
は
清
波
へ
の
道
を
遠
く
眺
め
２
夜
に
は
白
登
の
物
見
台
に
上
っ
た
３
月
は
モ
ク
セ
イ
の
影
を
ひ
そ
め
て
い
て
４
月
の
光
が
水
の
流
れ
の
よ
う
に
辺
り
を
う
ろ
つ
い
て
い
る
５
冷
た
い
砂
が
風
に
吹
か
れ
て
舞
い
上
が
り
６
春
の
花
が
降
り
積
も
っ
た
雪
の
間
か
ら
顔
を
出
し
て
い
る
７
夜
は
長
い
の
に
と
も
に
語
り
合
う
人
も
い
な
い
８
衣
は
単
衣
な
の
に
誰
も
私
の
た
め
に
服
を
仕
立
て
て
く
れ
な
い
ひ
と
え
【
校
勘
】
○
『
芸
文
類
聚
』
巻
四
十
二
・
文
苑
英
華
』
巻
百
九
十
八
・
古
『
『
詩
紀
』
巻
八
十
・
漢
魏
六
朝
百
三
名
家
集
「
梁
元
帝
集
」
『
』
０
「
関
山
月
『
詩
紀
』
注
云
「
一
作
『
傷
別
離
。
」、
』」
１
「
清
『
英
華
『
百
三
家
集
』
並
作
「
青
、
而
『
英
華
』
注
」、
』
」
云
「
一
作
『
清
。
』」
３
「
含
『
英
華
『
百
三
家
集
』
並
作
「
有
、
而
『
英
華
』
注
」、
』
」
云
「
一
作
『
含
。
』」
４
「
影
『
英
華
『
百
三
家
集
』
並
作
「
景
、
而
『
英
華
』
注
」、
』
」
云
「
一
作
『
影
。
』」
６
「
犯
『
英
華
『
百
三
家
集
』
並
作
「
向
、
而
『
英
華
』
注
」、
』
」
云
「
一
作
『
犯
。
』」
【
押
韻
】
「
台
「
開
「
裁
、
上
平
十
六
咍
韻
「
徊
、
上
平
十
五
灰
韻
。
」
」
」
。
」
灰
・
咍
同
用
。
【
作
者
】
五
〇
八
～
五
五
四
。
梁
の
第
三
代
皇
帝
（
在
位
五
五
二
～
五
五
四
。
武
帝
（
蕭
衍
）
の
第
七
子
、
昭
明
太
子
蕭
統
、
簡
文
帝
蕭
綱
）
。
、
、
の
異
母
弟
湘
東
王
に
封
ぜ
ら
れ
江
陵
に
鎮
し
て
重
き
を
な
し
簡
文
帝
を
擁
す
る
侯
景
に
対
抗
し
た
。
外
か
ら
は
西
魏
の
侵
攻
を
受
け
、
王
室
内
部
の
抗
争
も
あ
っ
て
、
在
位
二
年
あ
ま
り
で
没
し
た
『
金
楼
子
』
六
巻
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
著
作
が
あ
る
知
識
。
人
で
あ
り
、
詩
作
も
よ
く
し
た
。
【
語
釈
】
０
関
山
月
［
関
山
月
『
楽
府
詩
集
』
巻
二
十
三
題
解
に
、
］
『
楽
府
解
題
』
曰
「
関
山
月
、
傷
離
別
也
。
古
『
木
蘭
、
『
』
詩
』
曰
『
万
里
赴
戎
機
、
関
山
度
若
飛
。
朔
気
伝
金
柝
、
寒
光
、
照
鉄
衣
。
按
、
相
和
曲
有
『
度
関
山
、
亦
類
此
也
。
』」
』
『
楽
府
解
題
』
に
曰
く
「
関
山
月
、
離
別
を
傷
む
な
、
『
』
り
。
古
『
木
蘭
詩
』
に
曰
く
『
万
里
戎
機
に
赴
き
、
関
山
、
度
る
こ
と
飛
ぶ
が
若
し
。
朔
気
金
柝
を
伝
へ
、
寒
光
き
む
た
く
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鉄
衣
を
照
ら
す
」
と
。
按
ず
る
に
、
相
和
曲
に
『
度
関
山
』
』
有
り
、
亦
た
此
れ
に
類
す
る
な
り
。
と
あ
る
「
関
山
」
は
重
要
な
関
所
の
あ
る
険
し
い
山
々
。
張
煜
。
楽
府
詩
題
名
研
究
北
京
大
学
出
版
社
二
〇
一
三
は
関
『
』（
）
「
、
。
。
、
。
山
山
名
在
寧
夏
回
族
自
治
区
南
部
有
大
関
山
小
関
山
大
関
山
為
六
盤
山
高
峰
、
小
関
山
平
行
於
六
盤
山
之
東
、
南
延
。（
。
。
為
崆
峒
山
関
山
は
山
名
寧
夏
回
族
自
治
区
の
南
部
に
あ
る
大
関
山
、
小
関
山
が
あ
る
。
大
関
山
は
六
盤
山
の
高
峰
で
、
小
関
山
は
六
盤
山
の
東
に
平
行
し
て
お
り
、
南
に
延
び
て
崆
峒
山
こ
う
と
う
と
な
る
」
と
す
る
。
。）
１
朝
望
清
波
道
２
夜
上
白
登
台
［
朝
望
］
朝
に
は
遠
く
か
ら
眺
め
る
。
宋
・
鮑
照
「
和
王
丞
」
詩
に
「
夜
聴
横
石
波
、
朝
望
宿
巌
煙
（
夜
に
は
聴
く
石
に
横
た
ふ
の
波
、
朝
に
は
望
む
巌
に
宿
る
の
煙
」
と
。
）
［
清
波
「
青
波
」
と
も
。
地
名
『
史
記
』
黥
布
列
伝
に
「
章
邯
］
。
之
滅
陳
勝
、
破
呂
臣
軍
、
布
乃
引
兵
北
撃
秦
左
右
校
、
破
之
清
波
、
引
兵
而
東
（
章
邯
の
陳
勝
を
滅
ぼ
し
、
呂
臣
の
軍
を
破
る
。
や
、
布
乃
ち
兵
を
引
き
北
し
て
秦
の
左
右
校
を
撃
ち
、
之
れ
を
清
波
に
破
り
、
兵
を
引
き
て
東
す
」
と
見
え
『
漢
書
』
。）
、
「
」
。「
」
、『
』
は
青
波
に
作
る
青
波
は
陳
勝
伝
に
も
見
え
補
注
は
沈
欽
韓
の
「
青
波
即
青
陂
也
」
と
の
説
を
引
く
「
青
陂
」
。
。
『
』
「
、
、
、
、
は
水
経
注
淮
水
に
淮
水
…
…
又
東
青
陂
水
注
之
分
青
陂
東
瀆
、
東
南
逕
白
亭
西
（
淮
水
、
…
…
、
又
た
東
し
、
。
青
陂
水
之
れ
に
注
ぎ
、
青
陂
・
東
瀆
を
分
か
ち
、
東
南
し
て
白
亭
の
西
を
逕
」
と
見
え
る
。
河
南
省
駐
馬
店
市
新
蔡
県
。
。）
ふ
［
白
登
台
］
白
登
山
に
あ
っ
た
台
。
山
西
省
大
同
市
。
匈
奴
の
冒
頓
単
于
が
漢
の
高
祖
劉
邦
を
七
日
間
に
わ
た
っ
て
包
囲
し
た
と
。『
』
「
、
、
こ
ろ
史
記
高
祖
本
紀
に
会
天
寒
士
卒
堕
指
者
什
二
三
遂
至
平
城
。
匈
奴
囲
我
平
城
七
日
、
而
後
罷
去
（
会
た
ま
天
。
た
ま
寒
く
、
士
卒
指
を
堕
と
す
者
什
に
二
三
、
遂
に
平
城
に
至
る
。
匈
奴
我
を
平
城
に
囲
む
こ
と
七
日
、
而
る
後
罷
め
て
去
る
」
と
あ
り
『
正
義
』
に
「
括
地
志
』
云
『
朔
州
。）
、
『
、
定
襄
県
、
本
漢
平
城
県
。
県
東
北
三
十
里
有
白
登
山
、
山
上
有
台
名
曰
白
登
台
括
地
志
に
云
ふ
朔
州
定
襄
県
本
、
。（『
』
、『
、
も
と
漢
の
平
城
県
。
県
の
東
北
三
十
里
に
白
登
山
有
り
、
山
上
に
台
有
り
、
名
づ
け
て
曰
白
登
台
と
曰
ふ
』
と
」
と
あ
る
。
。）
３
月
中
含
桂
樹
４
流
影
自
徘
徊
［
月
中
含
桂
樹
］
月
に
モ
ク
セ
イ
の
影
が
ひ
そ
ん
で
い
る
。
月
に
桂
樹
が
生
え
て
い
る
と
い
う
伝
説
は
古
く
、
例
え
ば
『
御
覧
』
巻
九
百
五
十
七
に
引
く
『
淮
南
子
』
に
「
月
中
有
桂
樹
」
と
あ
。
り
、
こ
の
句
と
よ
く
似
て
い
る
。
元
帝
「
芳
樹
」
に
は
「
桂
影
含
秋
月
、
桃
花
染
春
源
（
桂
影
秋
月
を
含
み
、
桃
色
春
源
を
染
む
」
と
見
え
る
。
）
［
流
影
］
川
の
流
れ
の
よ
う
な
月
の
光
。
橘
英
範
氏
が
「
液
体
の
月
光
─
中
国
古
典
詩
に
お
け
る
月
光
表
現
管
見
─
（
中
国
中
」
「
世
文
学
研
究
」
第
号
二
〇
〇
三
）
で
液
体
と
し
て
表
現
さ
44
れ
る
月
の
光
に
つ
い
て
詳
細
な
調
査
結
果
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
句
は
三
国
魏
・
曹
植
「
七
哀
詩
（
文
選
』
巻
三
十
三
『
玉
」
『
。
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台
』
巻
二
作
「
雑
詩
「
明
月
照
高
楼
、
流
光
正
徘
徊
（
明
」。）
月
高
楼
を
照
ら
し
、
流
光
正
に
徘
徊
す
」
を
踏
ま
え
る
と
）
思
わ
れ
る
。
［
徘
徊
］
畳
韻
。
う
ろ
つ
く
。
ま
た
立
ち
去
り
が
た
い
様
。
斉
・
王
融
「
臨
高
台
」
に
「
還
看
雲
棟
影
、
含
月
共
徘
徊
（
還
た
看
る
雲
棟
の
影
の
、
月
を
含
み
て
共
に
徘
徊
す
る
を
」
と
。
）
５
寒
沙
逐
風
起
６
春
花
犯
雪
開
［
寒
沙
］
秋
や
冬
の
冷
た
い
砂
漠
。
梁
・
范
雲
「
效
古
」
詩
（
文
『
選
』
巻
三
十
一
）
に
「
寒
沙
四
面
平
、
飛
雪
千
里
驚
（
寒
沙
四
面
平
ら
か
に
し
て
、
飛
雪
千
里
驚
く
）
と
あ
る
。
ま
た
、
沈
約
「
昭
君
辞
（
玉
台
』
巻
五
『
英
華
』
巻
二
百
四
」
『
。
作
「
昭
君
怨
『
楽
府
詩
集
』
巻
二
十
九
作
「
明
君
詞
）
に
」。
」
「
日
見
奔
沙
起
、
稍
覚
転
蓬
多
（
日
び
見
る
奔
沙
の
起
こ
る
を
、
稍
く
覚
ゆ
転
蓬
の
多
き
を
」
と
。
）
や
う
や
［
逐
風
］
追
わ
れ
る
か
の
よ
う
に
風
に
吹
か
れ
る
。
晋
・
陶
淵
明
「
雑
詩
」
十
二
首
其
一
に
「
分
散
逐
風
転
、
此
已
非
常
身
（
分
散
し
て
風
に
逐
は
れ
て
転
じ
、
此
れ
已
に
常
の
身
に
非
ず
」）
と
元
帝
に
は
芳
樹
に
落
英
逐
風
聚
軽
香
帯
蘂
翻
落
。
「
」
「
、
（
英
風
を
逐
ひ
て
聚
ま
り
軽
香
蘂
を
帯
び
て
翻
る
巫
、
）」、「
あ
つ
ず
い
山
高
」
に
「
灘
声
下
濺
石
、
猿
鳴
上
逐
風
（
灘
声
下
り
て
石
た
ん
せ
い
に
濺
ぎ
、
猿
鳴
上
り
て
風
を
逐
ふ
「
洛
陽
道
」
に
「
青
）」、
そ
そ
槐
随
幔
払
、
緑
柳
逐
風
低
（
青
槐
幔
に
随
ひ
て
払
ひ
、
緑
せ
い
く
ゎ
い
と
ば
り
柳
風
を
逐
ひ
て
低
る
「
緑
柳
」
詩
に
「
長
条
垂
払
地
、
）」、
た
軽
花
上
逐
風
（
長
条
垂
れ
て
地
を
払
ひ
、
軽
花
上
り
て
風
を
逐
ふ
「
賦
得
登
山
馬
」
詩
に
「
汗
赭
疑
沾
勒
、
衣
香
不
）」、
逐
風
（
汗
赭
勒
を
沾
す
か
と
疑
ひ
、
衣
香
風
を
逐
は
か
ん
し
ゃ
く
つ
わ
う
る
ほ
ず
」
と
あ
る
な
ど
用
例
が
多
い
。
）
［
春
花
］
春
の
花
。
最
も
美
し
く
素
晴
ら
し
い
時
節
を
イ
メ
ー
ジ
。
「
」
「
、
さ
せ
る
宋
・
鮑
照
中
興
歌
十
首
其
七
に
九
月
秋
水
清
三
月
春
花
滋
（
九
月
秋
水
清
く
、
三
月
春
花
滋
し
」）
し
げ
、
「
」
「
、
と
あ
り
梁
・
昭
明
太
子
蕭
統
有
所
思
に
別
前
秋
葉
落
別
後
春
花
芳
（
別
前
に
は
秋
葉
落
ち
、
別
後
に
は
春
花
芳
し
」
と
あ
る
。
）
［
犯
雪
］
六
朝
詩
で
は
他
の
用
例
は
見
当
た
ら
な
い
「
犯
」
は
危
。
険
を
顧
み
ず
強
引
に
に
侵
入
す
る
。
三
国
魏
・
応
瑒
「
侍
五
官
」
（『
』
）
「
、
中
郎
将
建
章
台
集
詩
文
選
巻
二
十
に
遠
行
蒙
霜
雪
毛
羽
日
摧
頽
遠
く
行
き
て
霜
雪
を
蒙
り
毛
羽
日
び
に
摧
頽
（
、
さ
い
た
い
す
」
と
あ
り
、
李
善
注
は
「
東
観
漢
記
』
曰
『
世
祖
蒙
犯
）
『
、
霜
雪
（
東
観
漢
記
』
に
曰
く
『
世
祖
霜
雪
を
蒙
犯
す
』
』。
『
、
と
」
と
い
う
。
。）
７
夜
長
無
与
晤
８
衣
単
誰
為
裁
［
夜
長
］
秋
や
冬
の
夜
が
長
い
「
古
詩
十
九
首
（
文
選
』
巻
。
」
『
二
十
九
）
其
十
七
に
「
孟
冬
寒
気
至
、
北
風
何
惨
慄
。
愁
多
知
夜
長
仰
観
衆
星
列
孟
冬
寒
気
至
り
北
風
何
ぞ
惨
慄
、
（
、
さ
ん
り
つ
た
る
。
愁
ひ
多
く
し
て
夜
の
長
き
を
知
り
、
仰
い
で
衆
星
の
列
な
る
を
観
る
」
と
。
）
無
与
晤
い
っ
し
ょ
に
語
り
合
う
こ
と
が
な
い
晋
・
潘
尼
贈
［
］
。
「
陸
機
出
為
呉
王
郎
中
令
」
詩
六
章
其
六
（
文
選
』
巻
二
十
四
）
『
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に
「
彼
美
陸
生
、
可
与
晤
言
（
彼
の
美
な
る
陸
生
、
与
に
晤
言
と
も
ご
げ
ん
す
べ
し
」
と
あ
り
、
李
善
注
は
「
毛
詩
』
曰
『
彼
美
淑
姫
、
）
『
、
可
以
晤
言
。
鄭
玄
曰
『
晤
、
猶
対
也
（
毛
詩
』
に
曰
く
、
』
、
』。
『
『
、
』
。
、
彼
の
美
な
る
淑
姫
以
て
晤
言
す
べ
し
と
鄭
玄
曰
く
『
晤
、
猶
の
対
の
ご
と
き
な
り
』
と
」
と
『
詩
経
』
陳
風
・
。）
、
東
門
之
池
と
そ
の
第
一
章
「
可
与
晤
歌
（
与
に
晤
歌
す
べ
し
」）
に
対
す
る
鄭
箋
を
引
く
。
ま
た
、
梁
・
劉
孝
綽
「
林
下
映
月
」
詩
に
は
「
茲
林
有
夜
坐
、
嘯
歌
無
与
晤
（
茲
の
林
に
夜
坐
す
る
こ
有
る
も
、
嘯
歌
与
に
晤
ふ
無
し
」
と
あ
る
。
）
あ
［
衣
単
］
服
に
裏
地
が
な
く
単
衣
だ
と
い
う
こ
と
。
魏
文
帝
曹
丕
ひ
と
え
「
善
哉
行
（
文
選
』
巻
二
十
七
）
に
「
上
山
采
薇
、
薄
暮
苦
」
『
飢
（
山
に
上
り
て
薇
を
采
る
も
、
薄
暮
飢
ゑ
に
苦
し
む
」）
と
あ
り
、
李
善
注
に
引
く
「
古
艶
歌
」
に
「
居
貧
衣
単
薄
、
腸
中
常
苦
飢
（
居
貧
し
く
衣
単
薄
に
し
て
、
腸
中
常
に
）」
。
、
「
」
飢
ゑ
に
苦
し
む
と
見
え
る
ま
た
漢
・
無
名
氏
孤
児
行
古
辞
に
「
冬
無
複
襦
、
夏
無
単
衣
（
冬
に
複
襦
無
く
、
夏
に
単
ふ
く
じ
ゅ
衣
無
し
」
と
。
）
［
］
。
誰
為
裁
私
の
た
め
に
衣
服
を
仕
立
て
て
く
れ
る
者
は
い
な
い
「
裁
」
は
衣
服
を
作
る
の
に
布
を
切
る
こ
と
。
転
じ
て
衣
服
を
仕
立
て
る
。
後
の
例
だ
が
陳
・
李
爽
「
山
家
閨
怨
」
詩
に
「
竹
巾
君
自
折
、
荷
衣
誰
為
裁
（
竹
巾
君
自
ら
折
り
、
荷
衣
誰
か
為
に
裁
た
ん
」
と
。
）
陳
・
後
主
「
関
山
月
」
二
首
其
一
【
本
文
及
び
書
き
下
し
】
１
秋
月
上
中
天
秋
月
中
天
に
上
り
２
迥
照
関
城
前
迥
か
に
関
城
の
前
を
照
ら
す
は
る
３
暈
欠
随
灰
減
暈
の
欠
く
る
は
灰
の
減
す
る
に
随
ひ
か
さ
４
光
満
応
珠
円
光
の
満
つ
る
は
珠
の
円
か
な
る
に
応
ず
ま
ど
５
帯
樹
還
添
桂
樹
を
帯
び
て
還
た
桂
を
添
へ
６
銜
峰
乍
似
弦
峰
を
銜
み
て
乍
に
弦
に
似
る
ま
さ
７
復
教
征
戍
客
復
た
征
戍
の
客
を
し
て
８
長
怨
久
連
翩
長
に
久
し
く
連
翩
た
る
を
怨
み
し
む
つ
ね
【
日
本
語
訳
】
１
秋
の
月
が
大
空
高
く
上
り
２
遥
か
遠
く
か
ら
辺
境
の
砦
を
照
ら
し
て
い
る
３
月
暈
は
蘆
草
の
灰
が
描
く
円
が
欠
け
る
の
に
随
っ
て
欠
け
４
月
光
は
秋
の
露
が
丸
く
結
ぶ
の
に
応
じ
て
丸
く
満
ち
る
５
月
は
林
の
木
々
を
側
に
繞
ら
せ
て
い
る
だ
け
で
な
く
モ
ク
セ
イ
そ
ば
め
ぐ
の
樹
を
加
え
６
山
の
峰
々
を
包
み
込
む
と
ち
ょ
う
ど
半
月
の
よ
う
に
見
え
る
７
さ
ら
に
は
辺
境
の
砦
を
守
る
兵
士
た
ち
に
８
守
備
の
任
務
が
い
つ
ま
で
も
終
わ
ら
な
い
こ
と
を
い
つ
も
不
満
に
思
わ
せ
る
の
だ
【
校
勘
】
『
』
『
』「
」
○
古
詩
紀
巻
百
八
・
漢
魏
六
朝
百
三
名
家
集
陳
後
主
集
２
「
迥
『
詩
紀
『
百
三
家
集
』
並
注
云
「
一
作
『
廻
。
」、
』
』」
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【
押
韻
】
「
」「
」「
」、
。「
」「
」、
。
天
前
弦
下
平
一
先
韻
円
翩
下
平
二
仙
韻
先
・
仙
同
用
。
【
作
者
】
。
、
（
）
五
五
三
～
六
〇
四
字
は
元
秀
呉
興
長
城
浙
江
省
湖
州
市
。
。
（
）
、
。
の
人
陳
の
宣
帝
頊
の
長
子
太
建
十
四
五
八
二
年
即
位
（
）
、
。
禎
明
三
五
八
九
年
隋
の
文
帝
に
よ
っ
て
国
を
滅
ぼ
さ
れ
る
そ
の
際
、
井
戸
の
中
に
隠
れ
た
が
、
捕
ら
え
ら
れ
て
し
ま
う
。
そ
の
ま
ま
長
安
に
送
ら
れ
、
年
五
十
二
で
客
死
し
た
。
亡
国
の
君
主
と
し
て
後
世
の
評
判
は
非
常
に
悪
い
が
、
詩
人
と
し
て
は
梁
簡
文
帝
が
提
唱
し
た
「
宮
体
」
を
継
承
し
、
艶
麗
な
作
が
多
い
。
今
日
、
九
十
首
あ
ま
り
の
詩
篇
が
伝
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
大
半
が
楽
府
で
あ
る
。
【
語
釈
】
１
秋
月
上
中
天
２
迥
照
関
城
前
［
秋
月
］
秋
の
空
に
浮
か
ぶ
月
。
多
く
の
場
合
、
明
る
い
月
と
し
て
描
か
れ
る
。
宋
・
謝
霊
運
「
隣
里
相
送
方
山
」
詩
（
文
選
』
『
巻
二
十
）
に
「
析
析
就
衰
林
、
皎
皎
明
秋
月
（
析
析
と
し
て
、
）」
。
、
衰
林
に
就
き
皎
皎
と
し
て
秋
月
明
ら
か
な
り
と
ま
た
つ
梁
・
武
帝
蕭
衍
辺
戍
詩
玉
台
巻
十
作
辺
戎
清
・
「
」
（『
』
「
」。
呉
兆
宜
『
玉
台
新
詠
箋
注
』
云
「
戎
、
一
作
『
戍
）
に
、
『
』
』」。
「
秋
月
出
中
天
、
遠
近
無
偏
異
（
秋
月
中
天
に
出
で
、
遠
近
偏
異
無
し
」
と
見
え
る
。
）
［
］
。
「
」
（『
』
中
天
天
空
宋
・
顔
延
之
応
詔
観
北
湖
田
収
詩
文
選
巻
二
十
二
）
に
「
神
行
埒
浮
景
、
争
光
溢
中
天
（
神
行
は
浮
景
と
埒
し
く
、
争
光
は
中
天
に
溢
る
」
と
。
）
ひ
と
あ
ふ
［
迥
照
］
遠
く
離
れ
た
所
か
ら
照
ら
す
。
北
周
・
庾
信
「
傷
往
」
詩
二
首
其
二
に
「
還
是
臨
窓
月
、
今
秋
迥
照
松
（
還
た
是
れ
窓
に
臨
む
の
月
、
今
秋
迥
か
に
松
を
照
ら
す
」
と
。
）
は
る
［
関
城
］
辺
境
の
砦
。
漢
・
枚
乗
「
上
書
重
諫
呉
王
（
文
選
』
」
『
巻
三
十
九
）
に
「
深
壁
高
塁
、
副
以
関
城
、
不
如
江
淮
之
険
。
（
、
、
壁
を
深
く
し
塁
を
高
く
し
副
ぬ
る
に
関
城
を
以
て
す
る
も
か
さ
江
淮
の
険
に
如
か
ず
」
と
あ
る
。
。）
３
暈
欠
随
灰
減
４
光
満
応
珠
円
［
暈
欠
］
月
の
暈
が
欠
け
る
「
暈
」
は
月
の
周
囲
に
う
っ
す
ら
。
か
さ
と
見
え
る
光
。
［
随
灰
減
］
月
に
照
ら
さ
れ
た
窓
の
下
に
蘆
草
の
灰
で
円
形
を
描
い
て
か
ら
一
部
を
取
り
除
く
と
、
そ
れ
に
随
っ
て
月
の
暈
も
欠
か
さ
け
る
『
淮
南
子
』
覧
冥
訓
に
「
画
随
灰
而
月
運
闕
（
画
。
。
く
ゎ
く
灰
に
随
ひ
て
月
運
闕
く
」
と
あ
り
、
高
誘
注
に
「
将
有
。）
軍
事
相
囲
守
、
則
月
運
出
也
。
以
蘆
草
灰
随
牖
下
月
光
中
、
令
圜
画
、
欠
其
一
面
、
則
月
運
亦
欠
於
上
也
（
将
に
軍
事
の
相
ひ
。
、
。
囲
守
す
る
こ
と
有
ら
ん
と
す
れ
ば
則
ち
月
運
出
づ
る
な
り
蘆
草
の
灰
を
以
て
牖
下
・
月
光
中
に
随
ひ
、
圜
画
せ
し
め
、
其
の
一
面
を
欠
け
ば
、
則
ち
月
運
も
亦
た
上
を
欠
く
な
り
」
と
。）
あ
る
「
運
」
は
「
暈
」
に
通
じ
る
。
一
句
、
戦
争
で
敵
に
包
囲
。
さ
れ
る
と
月
に
暈
が
現
れ
、
蘆
の
灰
で
円
形
を
描
い
て
そ
の
一
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部
を
取
り
除
く
と
、
月
の
暈
も
そ
れ
に
応
じ
て
欠
け
、
敵
の
包
囲
も
解
け
る
と
い
う
言
い
伝
え
に
よ
る
。
梁
・
庾
肩
吾
「
和
望
月
」
詩
に
「
円
随
漢
東
蚌
、
暈
逐
淮
南
灰
（
円
か
な
る
は
漢
東
ま
ど
の
蚌
に
随
ひ
、
暈
は
淮
南
の
灰
を
逐
ふ
」
と
見
え
る
。
）
は
う
［
］
。
「
」
珠
円
秋
の
露
が
丸
い
梁
・
武
帝
蕭
衍
遊
鍾
山
大
愛
敬
寺
「
、
（
、
詩
に
落
英
分
綺
色
墜
露
散
珠
円
落
英
綺
色
を
分
か
ち
墜
露
珠
円
を
散
ず
」
と
あ
り
、
北
周
・
庾
信
「
奉
和
賜
曹
美
）
」（「
」、『
』
「
」。）
「
、
人
曹
庾
子
山
集
作
曾
詩
に
月
光
如
粉
白
秋
露
似
珠
円
（
月
光
粉
の
如
く
白
く
、
秋
露
珠
に
似
て
円
か
な
り
」
と
見
え
る
。
）
５
帯
樹
還
添
桂
６
銜
峰
乍
似
弦
［
帯
樹
］
す
ぐ
側
に
樹
木
を
め
ぐ
ら
せ
て
い
る
。
梁
・
江
淹
「
傷
愛
子
賦
」
に
「
霧
籠
籠
而
帯
樹
、
月
蒼
蒼
而
架
林
（
霧
籠
籠
。
と
し
て
樹
を
帯
び
、
月
蒼
蒼
と
し
て
林
に
架
く
」
と
。
。）
［
添
桂
］
梁
・
元
帝
「
関
山
月
」
の
第
３
句
「
月
中
含
桂
樹
【
語
」
釈
】
参
照
。
［
銜
峰
］
月
が
山
の
端
に
掛
か
る
様
を
い
う
「
銜
」
は
口
に
く
わ
。
え
る
。
六
朝
詩
で
は
多
く
鳥
や
馬
の
動
作
と
し
て
用
い
る
。
人
の
動
作
の
場
合
は
酒
杯
、
涙
を
銜
ん
だ
り
、
哀
し
み
・
怨
み
・
憂
い
や
思
い
な
ど
を
銜
ん
だ
り
す
る
。
月
を
描
く
の
に
用
い
た
例
は
他
に
見
当
た
ら
な
い
。
梁
・
簡
文
帝
蕭
綱
「
秋
夜
」
詩
で
は
「
緑
潭
倒
雲
気
、
青
山
銜
月
規
（
緑
潭
に
雲
気
倒
に
、
青
さ
か
し
ま
山
月
規
を
銜
む
」
と
、
山
が
月
を
銜
ん
で
お
り
、
こ
の
詩
と
）
は
対
照
的
で
あ
る
。
［
］
。「
」
。『
』
「
、
似
弦
半
月
の
よ
う
だ
弦
は
半
月
釈
名
釈
天
に
弦
。
、
、
。（
、
月
半
之
名
也
其
形
一
旁
曲
一
旁
直
若
張
弓
施
弦
也
弦
月
半
ば
な
る
の
名
な
り
。
其
の
形
一
旁
は
曲
が
り
、
一
旁
は
直
ぐ
に
し
て
、
弓
を
張
り
弦
を
施
す
が
若
き
な
り
」
と
。
。）
７
復
教
征
戍
客
８
長
怨
久
連
翩
［
征
戍
客
］
国
境
の
守
備
に
赴
く
兵
士
「
征
戍
」
の
語
は
宋
・
顔
。
延
之
還
至
梁
城
作
に
眇
黙
軌
路
長
憔
悴
征
戍
勤
眇
黙
「
」
「
、
（
べ
う
も
く
、
）」
、
と
し
て
軌
路
長
く
憔
悴
し
て
征
戍
に
勤
む
と
見
え
李
善
注
は
『
春
秋
左
氏
伝
』
昭
公
三
十
二
年
に
「
勤
戍
五
年
。
（
勤
戍
す
る
こ
と
五
年
」
と
あ
る
の
を
引
く
。
ま
た
北
周
・
。）
庾
信
「
夜
聴
搗
衣
」
詩
に
「
誰
憐
征
戍
客
、
今
夜
在
交
河
（
誰
か
憐
れ
ま
ん
征
戍
の
客
の
、
今
夜
交
河
に
在
る
を
」
と
あ
）
る
。
［
連
翩
］
畳
韻
。
鳥
が
翼
を
連
ね
て
飛
ん
で
い
く
よ
う
に
、
い
つ
ま
で
も
続
い
て
絶
え
な
い
様
三
国
魏
・
曹
植
白
馬
篇
文
。
「
」（『
選
』
巻
二
十
七
）
に
「
白
馬
飾
金
羈
、
連
翩
西
北
馳
（
白
馬
金
羈
を
飾
り
、
連
翩
と
し
て
西
北
に
馳
す
」
と
。
）
陳
・
後
主
「
関
山
月
」
二
首
其
二
【
本
文
及
び
書
き
下
し
】
１
戍
辺
歳
月
久
辺
を
戍
り
て
歳
月
久
し
く
ま
も
２
恒
悲
望
舒
耀
恒
に
望
舒
の
耀
く
を
悲
し
む
か
が
や
３
城
遥
接
暈
高
城
遥
か
に
し
て
暈
に
接
し
て
高
く
か
さ
４
澗
風
連
影
揺
澗
に
風
あ
り
て
影
に
連
な
り
て
揺
る
の
ぼ
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５
寒
光
帯
岫
徙
寒
光
岫
を
帯
び
て
徙
り
み
ね
う
つ
６
冷
色
含
山
峭
冷
色
山
を
含
み
て
峭
し
き
び
７
看
時
使
人
憶
看
る
時
人
を
し
て
憶
ひ
８
為
似
嬌
娥
照
嬌
娥
の
照
ら
さ
る
る
に
似
る
と
為
さ
し
む
【
日
本
語
訳
】
１
国
境
を
守
備
し
て
既
に
長
い
時
間
が
過
ぎ
た
が
２
い
つ
も
月
が
明
る
く
照
ら
す
の
を
悲
し
く
思
う
３
砦
は
故
郷
か
ら
遥
か
遠
く
月
に
届
く
ほ
ど
高
い
所
に
あ
り
４
谷
川
を
吹
く
風
が
月
の
光
に
届
く
ほ
ど
高
く
舞
い
上
が
る
５
月
の
寒
々
と
し
た
光
が
峰
々
を
近
く
に
繞
ら
せ
て
西
へ
と
移
り
６
月
の
姿
が
山
の
端
に
掛
か
っ
て
厳
し
い
ほ
ど
に
冷
た
い
７
こ
う
し
て
月
を
眺
め
る
時
に
は
い
つ
で
も
８
故
郷
に
残
し
て
き
た
彼
女
の
月
に
照
ら
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
な
姿
を
思
い
出
さ
せ
る
の
だ
。
【
校
勘
】
『
』
『
』「
」
○
古
詩
紀
巻
百
八
・
漢
魏
六
朝
百
三
名
家
集
陳
後
主
集
異
同
無
。
【
押
韻
】
「
耀
「
揺
「
峭
「
照
、
去
声
三
十
五
笑
韻
。
」
」
」
」
【
語
釈
】
１
戍
辺
歳
月
久
２
恒
悲
望
舒
耀
［
戍
辺
］
国
境
を
守
備
す
る
。
六
朝
詩
で
は
他
の
用
例
は
見
当
た
ら
な
い
『
史
記
』
匈
奴
列
伝
に
「
諸
侯
畔
秦
、
中
国
擾
乱
、
諸
。
秦
所
徙
適
戍
辺
者
皆
複
去
（
諸
侯
秦
に
畔
き
、
中
国
擾
。
そ
む
乱
す
る
や
、
諸
秦
の
徙
り
て
辺
を
適
戍
す
る
所
の
者
皆
な
復
う
つ
か
へ
り
去
る
」
と
あ
る
「
辺
戍
」
の
語
は
宋
・
鮑
照
「
擬
行
路
。）
。
難
」
十
八
首
其
十
二
に
「
推
移
代
謝
紛
交
転
、
我
君
辺
戍
独
稽
沈
（
推
移
代
謝
紛
と
し
て
交
ご
も
転
じ
、
我
が
君
辺
戍
し
て
独
り
稽
ま
り
沈
む
」
と
。
）
と
ど
［
歳
月
］
時
間
「
古
詩
十
九
首
（
文
選
』
巻
二
十
九
）
其
一
。
」
『
に
「
思
君
令
人
老
、
歳
月
忽
已
晩
（
君
を
思
へ
ば
人
を
し
て
老
い
し
む
、
歳
月
忽
ち
已
に
晩
る
」
と
。
晋
・
無
名
氏
「
子
）
夜
四
時
歌
・
春
歌
」
二
十
首
其
十
三
に
「
敢
辞
歳
月
久
、
但
使
逢
春
陽
（
敢
へ
て
歳
月
の
久
し
き
を
辞
せ
ん
や
、
但
だ
春
陽
に
逢
は
し
め
ん
」
と
。
）
［
恒
悲
］
い
つ
も
ず
っ
と
悲
し
い
。
宋
・
江
夏
王
劉
義
恭
「
遊
子
移
」
に
「
常
歎
楽
日
晏
、
恒
悲
歓
不
早
（
常
に
楽
し
み
の
日
びひ
、
）」
。
に
晏
き
を
歎
き
恒
に
歓
び
の
早
か
ら
ざ
る
を
悲
し
む
と
お
そ
［
］
。
。
望
舒
神
話
で
月
が
乗
る
車
の
御
者
転
じ
て
月
を
意
味
す
る
『
楚
辞
』
離
騒
に
「
前
望
舒
使
先
駆
兮
、
後
飛
廉
使
奔
属
（
望
、
）」
舒
を
前
に
し
て
先
駆
せ
し
め
飛
廉
を
後
に
し
て
奔
属
せ
し
む
と
あ
り
、
王
逸
注
に
「
望
舒
、
月
御
也
」
と
あ
る
。
晋
・
陸
機
。
贈
尚
書
郎
顧
彦
先
文
選
巻
二
十
四
二
首
其
一
に
望
「
」（『
』
）
「
舒
離
金
虎
、
屏
翳
吐
重
陰
（
望
舒
金
虎
に
離
り
、
屏
翳
か
か
へ
い
え
い
重
陰
を
吐
く
」
と
。
）
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３
城
遥
接
暈
高
４
澗
風
連
影
揺
［
城
遥
］
国
境
の
砦
が
遥
か
遠
く
に
あ
る
「
城
、
前
詩
第
２
句
。
」
「
迥
照
関
城
前
【
語
釈
】
参
照
。
］
［
接
暈
］
月
に
つ
な
が
る
ほ
ど
接
す
る
ほ
ど
。
六
朝
詩
で
は
他
の
用
例
は
見
当
た
ら
な
い
。
［
澗
風
］
谷
川
の
辺
り
に
風
が
吹
き
抜
け
る
。
六
朝
詩
で
は
他
の
。
「
」（『
』
用
例
は
見
当
た
ら
な
い
宋
・
謝
霊
運
悲
哉
行
古
詩
紀
巻
五
十
七
題
下
注
云
「
陸
士
衡
集
』
亦
載
此
詩
。
誤
也
。
陸
別
『
有
一
首
に
檐
上
雲
結
陰
澗
下
風
吹
清
檐
上
雲
は
陰
」。
「
、
（
か
げ
を
結
び
、
澗
下
風
は
清
ら
か
な
る
を
吹
く
」
と
見
え
る
。
）
［
連
影
「
連
、
対
の
「
接
」
と
同
様
に
つ
な
が
る
、
接
す
る
の
］
」
意
「
影
、
こ
こ
も
月
を
い
う
「
連
影
」
の
語
は
、
後
の
例
。
」
。
に
陳
・
祖
孫
登
「
詠
柳
」
詩
に
「
抽
翠
争
連
影
、
飛
綿
乱
上
空
（
翠
を
抽
き
争
ひ
て
影
を
連
ね
、
綿
を
飛
ば
し
乱
れ
て
空
に
み
ど
り
ひ
上
る
」
と
見
え
る
。
）
［
］
。
「
」（『
』
）
揺
の
ぼ
っ
て
い
く
漢
・
班
固
西
都
賦
文
選
巻
一
に
「
遂
乃
風
挙
雲
揺
、
浮
遊
溥
覧
（
遂
に
乃
ち
風
の
ご
と
く
挙
。
、
。）」
。「
」
が
り
雲
の
ご
と
く
揺
り
浮
遊
し
て
溥
く
覧
る
と
揺
の
ぼ
あ
ま
ね
み
字
『
広
韻
』
下
平
四
宵
韻
に
「
動
也
、
作
也
」
と
あ
り
、
去
、
。
声
三
十
五
笑
韻
に
も
「
揺
、
揺
動
。
又
音
遥
」
と
あ
る
。
こ
こ
。
は
笑
韻
で
押
韻
す
る
。
５
寒
光
帯
岫
徙
６
冷
色
含
山
峭
［
寒
光
］
月
の
清
冽
な
光
。
鮑
照
「
代
白
紵
舞
歌
詞
」
四
首
其
三
に
「
寒
光
蕭
条
候
虫
急
、
荊
王
流
歎
楚
妃
泣
（
寒
光
蕭
条
と
し
て
候
虫
急
に
、
荊
王
流
歎
し
て
楚
妃
泣
く
」）
と
。
［
帯
岫
］
す
ぐ
側
に
山
々
を
め
ぐ
ら
せ
る
「
岫
」
は
去
声
、
連
な
。
っ
た
山
々
。
斉
・
謝
朓
「
郡
内
高
斎
閑
坐
答
呂
法
曹
」
詩
（
文
『
選
』
巻
二
十
六
）
に
「
窓
中
列
遠
岫
、
庭
際
俯
喬
林
（
窓
中
遠
岫
を
列
ね
、
庭
際
喬
林
を
俯
す
」
と
。
）
つ
ら
［
冷
色
］
六
朝
詩
に
は
他
の
用
例
は
見
当
た
ら
な
い
「
寒
光
」
と
。
同
じ
よ
う
な
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
解
釈
し
た
。
［
含
山
］
前
詩
第
６
句
「
銜
峰
」
と
同
じ
よ
う
に
月
が
山
の
端
に
掛
か
る
様
。
梁
・
簡
文
帝
蕭
綱
「
応
令
」
詩
に
「
遠
煙
生
兮
含
山
勢
、
風
散
花
兮
伝
馨
香
（
遠
煙
生
じ
て
山
勢
を
含
み
、
風
花
を
散
ら
し
て
馨
香
を
伝
ふ
」
と
。
）
け
い
か
う
［
峭
］
け
わ
し
い
。
き
び
し
い
。
こ
こ
は
対
句
か
ら
月
光
の
冷
た
さ
に
つ
い
て
言
う
と
解
し
た
。
７
看
時
使
人
憶
８
為
似
嬌
娥
照
［
使
人
憶
］
思
い
出
さ
せ
る
。
梁
・
徐
悱
「
対
房
前
桃
樹
詠
佳
期
贈
内
」
詩
（
玉
台
』
巻
六
）
に
「
更
使
増
心
憶
、
弥
令
想
狭
邪
『
（
、
）」
。
更
に
心
憶
を
増
さ
し
め
弥
い
よ
狭
邪
を
想
は
し
む
と
い
よ
［
嬌
娥
］
美
し
い
女
性
を
い
う
。
陳
・
徐
陵
「
玉
台
新
詠
』
序
」
『
に
「
亦
有
潁
川
・
新
市
、
河
間
・
観
津
、
本
号
嬌
娥
、
曾
名
巧
笑
（
亦
た
潁
川
・
新
市
、
河
間
・
観
津
に
、
本
と
嬌
娥
と
号
。
え
い
せ
ん
し
、
曾
て
巧
笑
と
名
づ
く
る
有
り
）
と
見
え
る
。
こ
こ
は
故
郷
。
に
残
し
て
き
た
恋
人
を
指
す
と
解
し
た
。
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陳
・
陸
瓊
「
関
山
月
」
【
本
文
及
び
書
き
下
し
】
１
辺
城
与
明
月
辺
城
と
明
月
と
２
倶
在
関
山
頭
倶
に
関
山
の
頭
に
在
り
ほ
と
り
３
焚
烽
望
別
塁
烽
を
焚
き
て
別
塁
を
望
み
や
４
撃
斗
宿
危
楼
斗
を
撃
ち
て
危
楼
に
宿
す
５
団
団
婕
妤
扇
団
団
た
り
婕
妤
の
扇
６
繊
繊
秦
女
鉤
繊
繊
た
り
秦
女
の
鉤か
ぎ
７
郷
園
誰
共
此
郷
園
誰
か
此
れ
を
共
に
せ
ん
８
愁
人
屢
益
愁
愁
人
屢
し
ば
愁
ひ
を
益
す
し
ば
【
日
本
語
訳
】
１
国
境
の
砦
と
明
月
と
２
い
ず
れ
も
関
山
の
辺
り
に
あ
る
３
烽
火
を
燃
や
し
て
砦
の
外
壁
を
眺
め
４
銅
鑼
を
打
ち
鳴
ら
し
て
高
い
物
見
櫓
に
宿
営
す
る
５
班
婕
妤
の
扇
の
よ
う
に
丸
い
満
月
６
秦
羅
敷
の
籠
の
柄
の
よ
う
に
細
い
三
日
月
７
故
郷
で
は
誰
が
こ
の
月
の
満
ち
欠
け
を
眺
め
て
い
て
く
れ
る
だ
ろ
う
８
愁
い
に
囚
わ
れ
た
人
は
こ
の
月
の
た
め
に
何
度
も
何
度
も
愁
い
が
深
ま
る
の
だ
【
校
勘
】
○
『
文
苑
英
華
』
巻
百
九
十
八
・
古
詩
紀
』
巻
百
十
一
『
異
同
無
。
【
押
韻
】
「
頭
「
楼
「
鉤
、
下
平
十
九
侯
韻
「
愁
、
下
平
十
八
尤
韻
。
」
」
」
。
」
尤
・
侯
同
用
。
【
作
者
】
五
三
七
～
五
八
六
。
字
は
伯
玉
、
呉
郡
呉
（
江
蘇
省
蘇
州
市
）
の
人
。
父
は
梁
代
の
詩
人
、
雲
公
。
陳
武
帝
の
永
定
（
五
五
七
～
五
五
九
）
年
間
に
州
の
秀
才
に
挙
げ
ら
れ
、
後
に
殿
中
郎
、
太
子
庶
士
、
通
事
舍
人
、
黄
門
侍
郎
な
ど
を
歴
任
し
、
後
主
が
即
位
す
る
と
至
徳
元
（
五
八
三
）
年
に
度
支
尚
書
に
除
せ
ら
れ
、
官
は
吏
部
尚
書
に
至
っ
た
。
集
二
十
巻
が
あ
っ
た
が
散
佚
し
、
現
存
す
る
詩
は
六
首
。
文
は
三
篇
。
【
語
釈
】
１
辺
城
与
明
月
２
倶
在
関
山
頭
［
辺
城
］
国
境
の
砦
。
曹
植
「
白
馬
篇
（
文
選
』
巻
二
十
七
）
」
『
に
「
辺
城
多
警
急
、
胡
虜
数
遷
移
（
辺
城
警
急
多
く
、
胡
虜
数
し
ば
遷
移
す
」
と
あ
り
、
李
善
注
は
漢
・
楊
雄
「
長
楊
）
し
ば
」
「
。（
。）」（「
」、
賦
に
永
無
辺
城
之
災
永
辺
城
の
災
ひ
無
し
無
『
文
選
』
巻
九
作
「
亡
）
」。
［
倶
在
］
い
ず
れ
も
～
に
あ
る
。
宋
・
謝
霊
運
「
田
南
樹
園
激
流
植
援
」
詩
（
文
選
』
巻
三
十
）
に
「
樵
隠
俱
在
山
、
由
来
事
不
『
（
、
）」
同
樵
・
隠
俱
に
山
に
在
る
も
由
来
事
同
じ
か
ら
ず
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と
。
３
焚
烽
望
別
塁
４
撃
斗
宿
危
楼
［
焚
烽
］
烽
火
を
燃
や
す
。
六
朝
詩
に
は
他
の
用
例
は
見
当
た
ら
な
い
『
後
漢
書
』
光
武
帝
紀
下
に
「
築
亭
候
、
修
烽
燧
（
亭
。
。
候
を
築
き
、
烽
燧
を
修
め
し
む
」
と
あ
り
、
李
賢
注
は
『
漢
。）
ほ
う
す
い
書
音
義
』
を
引
い
て
「
辺
方
備
警
急
、
作
高
土
台
、
台
上
作
桔
皐
、
桔
皐
頭
有
兜
零
、
以
薪
草
置
其
中
、
常
低
之
、
有
寇
即
燃
火
挙
之
、
以
相
告
、
曰
烽
。
又
多
積
薪
、
寇
至
即
燔
之
、
望
其
煙
、
曰
燧
。
昼
則
燔
燧
、
夜
乃
挙
烽
（
辺
方
警
急
に
備
へ
、
。
高
土
台
を
作
り
、
台
上
に
桔
皐
を
作
り
、
桔
皐
の
頭
に
兜
零
有
、
、
、
り
て
薪
草
を
以
て
其
の
中
に
置
き
常
に
は
之
れ
を
低
く
し
寇
有
れ
ば
即
ち
火
を
燃
や
し
て
之
れ
を
挙
げ
て
、
以
て
相
ひ
告
ぐ
る
を
、
烽
と
曰
ふ
。
又
た
多
く
薪
を
積
み
、
寇
至
れ
ば
即
ち
之
れ
を
燔
き
、
其
の
煙
を
望
む
を
、
燧
と
曰
ふ
。
昼
は
則
や
ち
燧
を
燔
き
、
夜
は
乃
ち
烽
を
挙
ぐ
」
と
い
う
。
。）
［
］
。
。
別
塁
砦
の
外
壁
六
朝
詩
に
は
他
の
用
例
は
見
当
た
ら
な
い
「
塁
」
は
土
を
盛
り
重
ね
た
小
さ
な
城
壁
。
［
撃
斗
］
夜
警
の
銅
鑼
を
打
ち
鳴
ら
す
。
六
朝
詩
で
は
他
の
用
例
は
見
当
た
ら
な
い
「
斗
」
は
「
刁
斗
。
柄
の
付
い
た
銅
製
の
。
」
て
う
と
鍋
。
昼
間
は
調
理
に
用
い
、
夜
は
打
ち
鳴
ら
し
て
夜
回
り
に
用
い
た
『
史
記
』
李
将
軍
列
伝
に
「
不
撃
刁
斗
以
自
衛
（
刁
斗
。
。
を
撃
ち
て
以
て
自
ら
衛
ら
ず
」
と
あ
り
『
集
解
』
は
「
孟
。）
、
康
曰
『
以
銅
作
鐎
器
、
受
一
斗
、
昼
炊
飯
食
、
夜
撃
持
行
、
名
、
曰
刁
斗
（
孟
康
曰
く
『
銅
を
以
て
鐎
器
を
作
り
、
一
斗
』。
、
を
受
け
、
昼
は
炊
飯
し
て
食
ら
ひ
、
夜
は
撃
ち
て
持
行
し
、
名
づ
け
て
刁
斗
と
曰
ふ
」
と
す
る
。
』。）
［
危
楼
］
高
い
物
見
台
「
危
」
は
高
く
聳
え
る
の
意
「
楼
」
は
。
。
も
の
み
や
ぐ
ら
。
梁
・
徐
悱
「
古
意
酬
到
長
史
登
琅
邪
城
」
溉
詩
文
選
巻
二
十
二
に
脩
篁
壮
下
属
危
楼
峻
上
干
脩
篁
（『
』
）
「
、
（
し
う
く
ゎ
う
、
）」
壮
ん
に
し
て
下
に
属
き
危
楼
峻
し
く
し
て
上
に
干
す
さ
か
つ
づ
け
は
を
か
と
あ
る
が
、
こ
ち
ら
は
聳
え
立
つ
楼
閣
。
５
団
団
婕
妤
扇
６
繊
繊
秦
女
鉤
［
団
団
］
丸
い
様
。
漢
・
班
婕
妤
「
怨
歌
行
（
文
選
』
巻
二
十
」
『
七
『
玉
台
』
巻
一
作
「
怨
詩
）
に
「
裁
為
合
歓
扇
、
団
団
似
。
」
明
月
（
裁
ち
て
合
歓
の
扇
と
為
せ
ば
、
団
団
と
し
て
明
月
に
似
る
」
と
あ
る
。
）
［
婕
妤
扇
］
班
婕
妤
が
「
怨
歌
行
」
で
描
い
た
扇
。
こ
こ
は
満
月
を
い
う
「
婕
妤
」
は
女
官
名
。
特
に
漢
の
成
帝
（
在
位
前
三
十
。
二
～
前
七
）
の
時
の
班
婕
妤
を
指
す
。
帝
の
寵
愛
を
趙
飛
燕
姉
妹
に
奪
わ
れ
て
か
ら
は
太
后
に
仕
え
た
。
［
繊
繊
］
女
性
の
手
の
柔
ら
か
な
様
「
古
詩
十
九
首
（
文
選
』
。
」
『
巻
二
十
九
）
其
二
に
「
娥
娥
紅
粉
妝
、
繊
繊
出
素
手
（
娥
娥
た
る
紅
粉
の
妝
ひ
、
繊
繊
と
し
て
素
手
を
出
す
」
と
あ
る
。
ま
）
よ
そ
ほ
た
三
日
月
の
細
い
様
宋
・
鮑
照
翫
月
城
西
門
解
中
詩
文
。
「
」
（『
選
』
巻
三
十
『
玉
台
』
巻
四
作
「
翫
月
城
西
城
）
に
「
始
。
」。
見
西
南
楼
、
繊
繊
如
玉
鉤
（
始
め
て
西
南
の
楼
に
見
れ
し
と
あ
ら
は
き
、
繊
繊
と
し
て
玉
鉤
の
如
し
」
と
あ
る
。
）
［
］
、
。
秦
女
鉤
美
し
い
娘
秦
羅
敷
が
桂
の
枝
で
籠
の
柄
を
作
っ
た
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漢
・
無
名
氏
「
陌
上
桑
（
楽
府
詩
集
』
巻
二
十
八
『
宋
書
』
」
『
。
「
」。『
』
「
」。）
楽
志
作
艶
歌
羅
敷
行
玉
台
巻
一
作
日
出
東
南
隅
行
に
「
日
出
東
南
隅
、
照
我
秦
氏
楼
。
秦
氏
有
好
女
、
自
名
為
羅
敷
。
羅
敷
善
蚕
桑
、
採
桑
城
南
隅
。
青
糸
為
籠
係
、
桂
枝
為
籠
鉤
（
日
は
東
南
の
隅
に
出
で
、
我
が
秦
氏
の
楼
を
照
ら
す
。
秦
。
氏
に
好
女
有
り
、
自
ら
名
づ
け
て
羅
敷
と
為
す
。
羅
敷
蚕
桑
、
。
、
を
善
く
し
桑
を
採
る
城
南
の
隅
青
糸
も
て
籠
係
と
為
し
桂
枝
も
て
籠
鉤
と
為
す
」
と
あ
る
。
こ
こ
は
月
に
あ
る
と
い
。）
う
モ
ク
セ
イ
の
木
か
ら
の
連
想
で
三
日
月
を
い
う
。
ま
た
、
北
周
・
王
褒
「
古
曲
」
に
「
陳
王
金
被
馬
、
秦
女
桂
為
鉤
（
陳
王
は
金
も
て
馬
を
被
ひ
、
秦
女
は
桂
も
て
鉤
と
為
す
」
と
。
）
７
郷
園
誰
共
此
８
愁
人
屢
益
愁
［
郷
園
］
故
郷
。
梁
・
何
遜
「
春
暮
喜
晴
酬
袁
戸
曹
苦
雨
」
詩
に
「
郷
園
不
可
見
、
江
水
独
自
清
（
郷
園
見
る
べ
か
ら
ず
、
江
水
独
り
自
ら
清
し
」
と
。
）
［
誰
共
此
］
わ
た
し
と
同
じ
よ
う
に
月
を
見
て
い
る
者
は
い
な
い
だ
ろ
う
「
此
」
は
月
を
指
す
。
。
［
］
。
「
」（『
』
愁
人
心
に
愁
い
を
抱
い
た
人
晋
・
傅
玄
雑
詩
文
選
巻
二
十
九
）
に
「
志
士
惜
日
短
、
愁
人
知
夜
長
（
志
士
は
日
の
短
き
を
惜
し
み
、
愁
人
は
夜
の
長
き
を
知
る
」
と
。
）
［
益
愁
］
も
の
さ
び
し
さ
が
多
く
な
る
。
鮑
照
「
擬
行
路
難
」
十
八
首
其
九
に
「
還
君
金
釵
玳
瑁
簪
、
不
忍
見
此
益
愁
思
（
君
に
還
さ
ん
金
釵
・
玳
瑁
の
簪
、
忍
び
ず
此
れ
を
見
て
愁
思
を
き
ん
さ
い
た
い
ま
い
）」（「
」、『
』
「
」。「
」
「
」。
益
す
に
金
玉
台
巻
九
作
玉
玳
作
瑇
「
愁
」
作
「
悲
）
と
。
」。
※
本
稿
は
平
成
二
十
九
年
度
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
（
C
「
言
語
実
験
の
）
場
と
し
て
の
六
朝
楽
府
に
関
す
る
研
究
（
課
題
番
号
二
六
三
七
〇
四
一
」
〇
）
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
